
農村整備環境技術検討会地区一覧表（平成20年度第2回） 平成21年1月22日実施

番号 事業名 地区名 所在地 主要工事 配慮する施設等 配慮内容 農村整備環境技術検討会での意見 処理方針
新規・計変

の区別

中山間地域総合農地防災事業 用水路工 L=833m 管理道路工

福島市 土留工　N=1箇所 付帯工

管理道路工 L=385m

基幹水利施設ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業 左岸・右岸取水ﾎﾟﾝﾌﾟ N=1式 左岸法枠保全工

左岸法枠保全工 N=1式

中山間地域総合整備事業 区画整理工A=25.0ha 用水路工

（生産基盤型）

農業集落排水資源循環統合補助事業 処理施設工 N=1箇所 処理施設工

（一般型） 管路工 L=1,396m

ﾎﾟﾝﾌﾟ施設 N=1式

農免農道整備事業 道路工 L=1,180m 法面保護工

農業用河川工作物応急対策事業 堰撤去工 N=1式 護岸工
・環境配慮内容について了解。 ・計画どおり実施します。

新規

新規

新規

新規

井野目堰
いのめぜき

上江花
かみえばな

1

・植樹については、河川管理者側と
調整を図り検討していきたい。

三春町

・環境配慮内容について了解。 ・計画どおり実施します。・当地区の管理用歩道は国有林内に
あり路盤工にｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ材を使用し、
自然環境に配慮します。
・現況開水路からの流末処理の新設
排水路をｽﾄｰﾝﾈｯﾄ工法とし、生態系
保全に配慮します。

2 三春南部
みはるなんぶ

・工事実施の際は、立木や自生植物
の伐採を最小限とし、現存の景観を
保全するよう配慮します。

・法面の崩れを防ぐために植樹を考
えて欲しい。

3 上福井
かみふくい

・用水路の片掛口部分にｽﾛｰﾌﾟ付片
掛口を設置し、カエル等が這い上が
れるように配慮します。

須賀川市4

只見町

5

・現地の状況を十分に調査の上、小
動物が横断できるような構造物設計
を検討します。

・護岸工に土による被覆可能なﾌﾞﾛｯ
ｸﾏｯﾄを使用して植物の自生を促し、
景観の保全・動植物の生育環境に配
慮します。南相馬市

・動植物の生息地を避けて処理施設
予定地を選定し、周辺環境に配慮し
ます。
・処理施設の上屋を地域に合った配
色とし、景観に配慮します。

・環境配慮内容について了解。 ・計画どおり実施します。

・水路については、淀みをつけて欲
しい。

・ホタルが棲める水路づくりは是非
進めて欲しい。

計変

6 耳谷
みみがい

・ホタル水路の他、取水口全筆にｽ
ﾛｰﾌﾟ付片掛口を施工して淀みを設け
るようにしたい。
・排水路に計画します。

新規

・道路の整備は、生態系が２分され
る。水系が分断され小動物が横断で
きないためどういう影響がでるか考
えて欲しい。矢吹東２期

やぶきひがし２き

・法面保護工に在来種を使用し、周
辺環境・景観に配慮します。

矢吹町


